
平成 　２７年 　８月 　１９日
1 秩父市における暮らしを支える生活基盤づくりの実現

平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 秩父市

下水道整備を行い、安全で住みたくなる「快適なまち」を実現し良好な生活環境を創造する。

①下水処理場改築更新達成率を０％（Ｈ２２）から１００％（Ｈ２４）に増加させる。
②合流式下水道改善率（夾雑物排除施設設置）を１０％（Ｈ２２）から１００％（Ｈ２５）に増加させる。
③長寿命化計画策定率を０％（Ｈ２２）から１００％（Ｈ２６）に増加させる。
④下水道処理人口普及率を４９％（Ｈ２２）から５２％（Ｈ２６）に増加させる。

（H22当初） （H24末） （H26末）
① 下水処理場改築更新達成率

改築更新完了済み箇所数（箇所）/改築更新をすべき箇所数（箇所） （改築更新工事数５箇所（工区）） 0% 100% 100%
② 合流式下水道夾雑物排除施設改善率 (H25末) ②・③指標は、その他

合流式下水道改善実施箇所数(箇所）/合流式下水道を改善すべき実施箇所数（箇所） （設置箇所数６箇所） 10% 70% 100% 関連する事業と一体的
③ 長寿命化計画策定率 に評価する。

計画調査済箇所数（箇所）　/　 当初予定の計画調査箇所数（箇所） （計画調査箇所８箇所） 0% 0% 100%

④ 下水道処理人口普及率

処理区域人口(人）　/　行政人口（人） 49% 51% 52%

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

平成２７年８月中旬に実施。

秩父市都市計画審議会条例に基づき、第１４回秩父市都市計画審議会にて事後評価を実施。

秩父市下水道課ホームページに掲載する。

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

1-A1-1 下水道 一般 秩父市 直接 秩父市 市町村道 下水 電気・機械・土木改築更新 秩父市 1,993 

1-A1-2 下水道 一般 秩父市 直接 秩父市 市町村道 下水 スクリーン設置5か所 秩父市 157 

1-A1-4 下水道 一般 秩父市 直接 秩父市 市町村道 下水 L=3,500m 秩父市 270 

小計（道路事業） 2,420 

Ａ2　港湾事業
事業 地域 交付 直接 港湾 事業内容 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積・水深等） H22 H23 H24 H25 H26

小計（港湾事業）

合計

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
当初現況値 中間目標値 最終目標値

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事後評価（中間評価）の実施体制 事後評価（中間評価）の実施時期

公表の方法

交付対象事業

要素となる事業名

（事業箇所）

秩父市下水道センター改築更新事業

秩父市合流式下水道緊急改善事業

管渠築造事業

省略 事業内容 事業実施期間（年度）
工種 （延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

備考

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
2,474百万円 Ａ 2,420百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ 54百万円 2.2%

事業者
省略
工種

市町村名 全体事業費
（百万円）

番号 事業者
省略
工種

要素となる事業名 港湾・地区名 全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）



Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-C1-2 秩父市 一般 秩父市 直接 秩父市 管渠築造枝線整備事業 整備面積5.5ha 秩父市 54 

合計 54 

番号 備考

1-C1-2 基幹事業である管渠築造事業の管渠と接続する枝線管渠を整備することにより、下水道の普及促進をはかる。

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・下水処理場改築更新を行った結果、老朽化等による非常事態への回避ができ、安全運行安定処理が可能となった。
Ⅰ定量的指標に関連する ・合流式下水道夾雑物排除施設の整備を行い、降水時放流水の水質改善ができ、環境対策が向上した。
　　　交付対象事業の効果の発現状況 ・長寿命化計画については、防災・安全交付金（H25～H28）計画に移行した。

・管渠築造事業の整備を行った結果、下水道普及率が向上した。

最終目標値 100%
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 100%

最終目標値 100%
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 100%

最終目標値 100%
目標値と実績値 防災・安全社会資本交付金の計画に事業を移して実施した。
に差が出た要因 （参考：防災・安全社会資本交付金において実施した実績値は、調査箇所８／８（箇所）＝１００％）

最終実績値 0%

最終目標値 52%
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 52%

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

省略

工種

下水

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

指標①（下水処
理場改築更新）

指標②（合流式
下水道夾雑物排
除施設改善）

指標③（長寿命
化計画）

指標④（下水道
処理人口普及
率）

公衆衛生の向上や河川等の水質保全を図るため、次期（H27年度からH31年度）、社会資本総合整備計画においても、引き続き公共下水道の整備を行っていく。



（参考様式３）　社会資本総合整備計画

計画の名称 秩父市における暮らしを支える生活基盤づくりの実現

計画の期間 平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 秩父市交付対象

整備予定箇所の色分け凡例

1-A1-4

管渠築造事業
1-C1-2
管渠築造枝線整備事業

1-A1-1
秩父市下水道センター改築更新事業

1-A1-2
秩父市合流式下水道緊急改善事業
　　　　　(夾雑物排除施設設置）

　　　

      下水道法による事業計画区域　

　　　　　　　

　　　管渠築造事業「基幹事業」（赤）

　　　管渠築造枝線整備事業「効果促進事業」（紫）

　　　秩父市下水道センター改築更新事業（青）

　　　

　　　秩父市合流式下水道緊急改善事業（新設）（黄）

　　　　　　

下水道法による事業計画区域


